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は じ め に 
本年１月ごろより突然世界的に流行りだした新型コロナウイルス感染症により、日本でも様々な

分野で影響が出ております。国の緊急事態宣言を受け、教育におきましても、本年３月から５月ま

での約３カ月間にわたり、学校の一斉臨時休業や生涯学習施設の利用制限、利用休止が続き、学校

教育や生涯学習の推進に大きく影響が出てきております。さらに、本年７月に開催予定であった２

０２０東京オリンピック・パラリンピックも延期されました。そのような困難な状況ではあります

が、感染者の発生状況を見ながら、新しい生活様式に従い、可能なところから少しずつ施策を展開

しているところです。 

本年度は印西市の教育施策の柱ともいえる「印西市教育振興基本計画（Ｈ３０～Ｒ３）」の三年

目となります。市の上位計画である印西市総合計画第二次基本計画（Ｈ２８～Ｒ２）が本年度で終

了し、間もなく新総合計画が策定されるため、「印西市教育振興基本計画」もそれに合わせて改訂

してまいります。また、新小学校学習指導要領全面実施の年度であり、新中学校学習指導要領全面

実施を来年度に控えた大事な年であり、諸準備を進めているところです。 

現在、市内小中学校は大規模化と小規模化が同時に進行しており、その対策として「学校適正規

模・適正配置基本方針」を推進しているところですが、新型コロナウイルス感染症の影響で、小規

模校対策としての保護者説明会等も実施できない状況が続いています。 

本年度の主な施策として、施設・設備面では、国のＧＩＧＡスクール構想に沿って、児童生徒に

一人１台の端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、ＩＣＴ環境を充実いたします。

学校大規模化対策として、木刈中学校の教室増築工事、牧の原小学校及び滝野中学校の教室増築工

事の設計を行います。また、老朽化している学校施設の長寿命化計画策定業務を行います。 

全国的に登下校時の児童・生徒が犯罪に巻き込まれる事件が多発している現状を踏まえ、安全確

保のために、学校への防犯カメラ設置を計画的に進めております。本年度は小学校６校、中学校２

校に設置いたします。 

学校給食センターでは、老朽化対策として牧の原学校給食センター改修工事を実施いたします。 

生涯学習推進、文化・芸術振興においては、「印西市教育振興基本計画」に基づき、２つの基本

目標、６つの主要施策の推進に努めてまいりますが、やはり新型コロナウイルス感染症の蔓延によ

る影響を受け、集まることができない、拠点となる公民館、図書館、文化ホール等が使用できない

という状況が長引き、厳しい状況となっています。 

昨年度より、老朽化した文化ホール・大森図書館の大規模改修工事を実施しておりますが、新型

コロナウイルス感染症の影響により、資材の調達と工事の遅れが生じ、年度末まで工期を延伸した

ところです。また、それに合わせ、そうふけ公民館の大規模改修工事については、次年度に先送り

と致しました。 

このような状況ではありますが、印西市の教育施策や事務事業についてできることから実施して

まいりたいと考えておりますので、皆様のご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。併せ

て、新型コロナウイルス感染症が１日も早く駆逐されることを祈念いたします。 

 

 令和２年 ９月 

印西市教育委員会教育長  大 木  弘 
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面積 123.8 ㎢ 

人口 103,953 人 

世帯数 41,524 世帯 
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印西市の概要

<市の位置・地勢> 

 印西市は，千葉県の北西部，東京都心から約４０km，千

葉市から約２０km，成田国際空港から約１５km に位置し，

西部は柏市，我孫子市，白井市に，南部は八千代市，佐倉

市，酒々井町に，東部は成田市，栄町に，北部は利根川を

挟んで茨城県に接しています。市域は，北部を利根川，南

東部を印旛沼，北西部を手賀沼に囲まれ，標高２０～３０ｍ

程の台地部と湖沼周辺の低地部から構成されています。台

地部は，千葉ニュータウン事業により開発された市街地や

山林，畑が広がっており，低地部は，恵まれた水辺環境に

より豊かな水田地帯が形成されています。また，台地部と

低地部の境には，印旛沼や手賀沼などに流れ込む大小の河

川の浸食作用によって枝状に形成された下総台地特有の谷

津が広がり，里山と呼ばれる地域景観が見られます。 

<市の沿革> 

 印西市は，明治２２年の市制町村制施行を受けて，木下町，大杜村（大正２年から大森

町），船穂村，永治村が誕生し，その後，昭和２９年１２月１日に，木下町，大森町，船穂

村と永治村の一部が合併し，印西町となりました。平成８年４月１日には市制を施行し，

平成２２年３月２３日に印旛村と本埜村を編入して現在に至ります。 

旧印旛村は，明治２２年の市制町村制施行を受けて，１２の村々がそれぞれ６か村ずつ

合併し，六合村と宗像村が誕生し，昭和３０年３月１０日にはこの２村が合併して印旛村

が誕生しました。 

旧本埜村は，明治２２年の市制町村制施行を受けて，龍腹寺村など７か村が合併して本

郷村に，下井新田など１７の新田が合併して埜原村になり，その後，大正２年４月１日に

２村が合併して本埜村が誕生しました。 

<市章> 
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<印西市民憲章> 平成２２年９月１１日制定 

わたくしたちの印西は，

ゆうゆうと流れる利根川，

水鳥飛び交う印旛沼，手賀沼に囲まれ，

緑豊かな田園と新旧の街並みが織り成す

調和のとれた美しいまちです。

わたくしたちは，先人の築いた歴史と伝統を受け継ぎながら，

輝かしい未来に向かって，

一人ひとりが主役となる元気なまちをつくるためにこの憲章を定めます。

１ 美しいふるさとに誇りを持ち，環境にやさしいまちをつくります。

１ 互いに助け合い，お年寄りや子どもを大切にし，安全で安心なまちをつくります。

１ ともに学び，教養を高め，文化の薫り高いまちをつくります。

１ スポーツに親しみ，健康で明るいまちをつくります。

１ 働くことを喜びとし，進んで地域に参加する，活力のあるまちをつくります。

<市のシンボル> 平成２２年９月１１日指定 

市の木「サクラ」 市の花「コスモス」 

市の鳥「メジロ」 市の魚「ナマズ」
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<印西市民憲章> 平成２２年９月１１日制定 
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だれもが輝き ともにはばたく いんざいの学び 
 

令和２年度教育施策 

基本理念 

 

１．学校・家庭・地域が連携強化し、未来を拓く子どもを育

む教育の推進 

 

２．市民が学びあい・活かしあい、誇りと愛着が持てる地域

を創造する学びの推進 

 

３．子どもからお年寄りまですべての市民の健やかな心と体

を育む学びの推進 

基本的な方針 

 

Ⅰ 生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む〔学校教育〕 

１ 学ぶ力，豊かな心，健やかな体を育む教育の推進 

２ 安全で安心できる教育環境づくり 

 

Ⅱ 生涯を通して学び、スポーツに親しめる環境づくりを推進する 

  〔生涯学習・生涯スポーツ〕 

１ 年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動  

２ 地域で子どもたちを守り育てる環境づくり 

３ 市民が参加しやすいスポーツ環境の整備と推進体制の充実 ※連携・協力※ 

   （健康子ども部スポーツ振興課 所掌施策） 

 
Ⅲ 心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る〔文化芸術〕 

１ 創造性を育む文化芸術活動の推進・継承 

２ 文化財の保護・活用 

３ 市史編さん事業の推進 

基本目標・主な施策 

リーディング施策 

（４ページ参照） 
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リーディング施策 ２ 市民だれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」推進 

主な取り組み 
① 2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて，子どもか

ら高齢者まですべての市民のスポーツや健康に対する関心を高めま

す。

② 2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通

じて，海外チームと市民や学生とのスポーツ，文化などの交流を推

進します。

③ 子どもの頃から文化芸術に親しむ機会を増やすことや地域に根差し

た文化芸術活動を充実させ，学校教育や生涯学習と連携しながら，

「知」「徳」のライフステージに合わせた学びを充実させます。

④ 大学等と連携して，「知」「徳」「体」の連携方策を検討し，「総

合型プログラム」を作成する体制を検討します。

⑤ 子どもの「総合型プログラム」を，将来的には関係各課と連携をと

り な が ら ， 乳 幼 児 の 時 期 か ら 高 齢 者 ま で の プ ロ グ ラ ム と し て 作 成

し ， 市 民 の 健 や か な 体 と 心 を 育 む 学 び を 推 進 す る こ と を 検 討 し ま

す。

主な事業 
○総合型プログラム作成事業

○2020年オリンピック・パラリンピック東京大会に関連するスポーツ・

文化・芸術イベントの推進

○家庭教育学級の充実 ○文化芸術事業の充実 ○地域文化活動の支援

リーディング施策 1 循環型生涯学習のための基盤づくり 

主な取り組み 
①さわやかコミュニティ地域推進会議などを活用し，学校との連携を推

進します。

②アカデミーや出前講座などにより，人材の発掘に努めます。

③地域の生涯学習，生涯スポーツ，文化芸術の活動や人材の情報共有や

交流を進めます。

④学校教育において必要な活動を学校と地域・家庭が連携・協力する仕

組みを構築し，学校との連携を強化し，人づくり・地域づくりを推進

します。

主な事業 
○地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実

○市民アカデミー ○生涯学習まちづくり出前講座

○放課後子ども教室 ○公民館・地域交流館主催事業

リーディング施策（平成３０年度～３３年度）

〔リーディング施策の位置づけのイメージ〕 

生涯スポーツ編 分野別計画（学校教育編） 

分野別計画（生涯学習編） 

リーディング施策

＊各分野別の重点的な施策 

＊計画を総合的に充実させるための横断的な施策 

＊各分野の連携による生涯学習社会のための推進体制づくり 

分野別計画（文化芸術編） 

※連携・協力※

教育長及び教育委員 

  

  

役職名 氏名 任期（就任年月日） 役職の任期 

教育長 大
お お

木
き

 弘
ひろし 令和元年 10 月 1 日 ～令和４年 9 月 30 日 

(平成 24 年 10 月 1 日) 

令和元年 10 月 1 日～

令和４年 9 月 30 日 

教育長職務

代理者 
大 野
お お の

 忠 寄
た だ よ り

 
令和元年 10 月 1 日 ～令和 5 年 9 月 30 日 

(平成 23 年 10 月 1 日) 

令和元年 10 月 1 日～

令和５年 9 月 30 日 

委 員 寺 田
て ら だ

 充
み つ

良
よ し

 
平成 29 年 10 月 1 日 ～令和 3 年 9 月 30 日 

(平成 25 年 10 月 1 日) 

委 員 鈴 木
す ず き

 裕
ひ ろ

枝
え 平成 28 年 10 月 1 日 ～令和 2 年 9 月 30 日 

(平成 28 年 10 月 1 日) 

委 員 栃 尾
と ち お

 知 子
と も こ

 
平成 30 年 10 月 1 日～令和 4 年 9 月 30 日 

（平成 30 年 10 月 1 日） 

教育委員会議 

教育委員会は毎月 1回定例会を開催し，必要に応じて臨時会を開催 

しています。令和元年度の開催回数と付議案件は次のとおりです。 

件 名 件数 

・教育委員会の規則及び訓令を制定し，又は改廃すること。

・予算，条例その他議会の議決を要する事件の議案について，市長に意見を申出ること。

・附属機関の委員を任命し，又は委嘱すること。

・教育功労者等を表彰すること。

・教科書その他教材の取扱いの方針を定めること。

・その他の事項

9 

13 

20 

2 

1 

20 

合  計 65 

区別 定例会 臨時会 計 

回数 12 2 14 

教育行財政  教育委員会 

委 員

栃尾 知子

教育長

大木 弘

教育長職務代理者

大野 忠寄 

委 員

鈴木 裕枝

委 員

寺田 充良
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教育委員会は毎月 1回定例会を開催し，必要に応じて臨時会を開催 

しています。令和元年度の開催回数と付議案件は次のとおりです。 

件 名 件数 

・教育委員会の規則及び訓令を制定し，又は改廃すること。

・予算，条例その他議会の議決を要する事件の議案について，市長に意見を申出ること。

・附属機関の委員を任命し，又は委嘱すること。

・教育功労者等を表彰すること。

・教科書その他教材の取扱いの方針を定めること。

・その他の事項
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13 

20 
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20 

合  計 65 

区別 定例会 臨時会 計 

回数 12 2 14 

教育行財政  教育委員会 

委 員

栃尾 知子

教育長

大木 弘

教育長職務代理者

大野 忠寄 
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鈴木 裕枝

委 員

寺田 充良
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教育委員会会議　教育委員会職員の人事・服務
教育行政の施策の総括
学校施設の整備計画　学校施設の建設及び維持管理
教育施設の整備

学校の組織編制及び学級編制　児童・生徒の入学
転学及び退学　市立幼稚園に関する事務

学校教育の指導助言　教育課程の管理　研究学校　
学校保健　学校安全

生涯学習の振興　社会教育の企画・運営　成人・青少年教育
家庭教育　団体の指導・育成　公共施設予約システム利用手続

教育に関する調査　研究及び開発　教職員の研修
教育相談　教育関係資料の収集・活用　教育広報

（５　館） 中央，小林，そうふけ，印旛，本埜

図書館資料の収集・整理及び保存・貸出　
レファレンスサービス

ホール運営　自主事業の企画・実施　文化団体の育成

庶　務　班 施設設備の維持管理　印旛歴史民俗資料館運営委員会会議
印旛歴史民俗資料館

学　芸　班 資料の収集・整理・保存・展示　自主事業の企画・実施

（２　園） 瀬戸幼稚園，もとの幼稚園

木下，小林，大森，船穂，内野，木刈，原山，高花，
小林北，小倉台，西の原，原，六合，平賀，いには野，
滝野，牧の原，本埜

（１８校）

印西，船穂，木刈，小林，原山，西の原，印旛，本埜，滝野

中央駅前地域交流館 指　導　班
地域交流館の管理運営　地域交流館主催事業　サークル活動
等の指導・育成

木下交流の杜
歴史資料センター

市史編さん班
市史編さん　歴史的資料等の収集・保管・展示・利用
施設設備の維持管理

図書館分館 小林，そうふけ，小倉台，印旛，本埜（５  館）

施設設備の維持管理　文化ホール運営会議
文 化ホ ー ル 管理事業班

公 民 館 指　導　班
公民館の管理運営　公民館主催事業　サークル活動等の
指導・育成

庶　務　班 庶務・会計　設備・備品の維持管理　図書館協議会

大 森図 書 館
奉　仕　班

総　務　班
施設設備の維持管理　学校給食費
学校給食センター運営委員会会議

学校給食センター
業　務　班 献立の作成　調理業務

（９　校）

教育センター

教
育
委
員
会

教

育

長

教

育

部

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

指 導 課 指　導　班

推　進　係

生 涯学 習 課
文　化　係 芸術・文化の振興　文化財の保護・活用　

事
務
局

教育施設係

総　務　係

教
育
機
関
等

組織及び事務分掌

教 育総 務 課

学　務　係

学 務 課
学校適正
配置推進係

学校の適正規模及び適正配置に関すること

（３施設） 中央，牧の原，印旛

教育行財政  組 織 

教

育

長

教

育

部

生
涯
学
習
課

教
育
セ
ン
タ
ー

幼

稚

園

小
・
中
学
校

文
化
ホ
ー

ル

計

教育長 1 1

教育部長 1 1

副参事 1 1 1 3

課長 (1) 1 1 1 3 (1)

館（所・園）長 1 2 2 (1) (5) 1 1 1 1 (1) 9 (7)

主幹 1 1 (1) 2 (1)

課長補佐 (1) (1)

副主幹 (1) (1) (1) (3)

副（分）館（所）長 1 (5) 1 (5)

指導主事 2 5 4 11

社会教育主事

係長 1 (1) 1 (1) 2 (1) 4 (3)

主査 3 4 (1) 1 3 6 (2) 10 3 1 1 32 (3)

主査補 2 1 1 4

主任主事 1 1 4 2 1 3 1 13

主事 1 1

主任学芸員

学芸員 1 1

主任技師 1 1

技師 1 1

教諭 9 9

主任保健師 2 2

歯科衛生士

主任栄養士 1 1

栄養士 1 1

主任保育士

主任自動車運転手 1 1

主任技術（図書）作業員 1 1 2

技術作業員

主任用務員 4 4

用務員 1 1

計 1 3 10 (3) 10 (1) 9 (2) 9 5 12 5 9 (1) 8 (9) 16 (5) 5 3 (1) 1 (1) 3 (1) 109 (24)

※表中の（）は再任用・兼務・事務取扱・併任となります。

（令和2年5月1日）
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教育委員会会議　教育委員会職員の人事・服務
教育行政の施策の総括
学校施設の整備計画　学校施設の建設及び維持管理
教育施設の整備

学校の組織編制及び学級編制　児童・生徒の入学
転学及び退学　市立幼稚園に関する事務

学校教育の指導助言　教育課程の管理　研究学校　
学校保健　学校安全

生涯学習の振興　社会教育の企画・運営　成人・青少年教育
家庭教育　団体の指導・育成　公共施設予約システム利用手続

教育に関する調査　研究及び開発　教職員の研修
教育相談　教育関係資料の収集・活用　教育広報

（５　館） 中央，小林，そうふけ，印旛，本埜

図書館資料の収集・整理及び保存・貸出　
レファレンスサービス

ホール運営　自主事業の企画・実施　文化団体の育成

庶　務　班 施設設備の維持管理　印旛歴史民俗資料館運営委員会会議
印旛歴史民俗資料館

学　芸　班 資料の収集・整理・保存・展示　自主事業の企画・実施

（２　園） 瀬戸幼稚園，もとの幼稚園

木下，小林，大森，船穂，内野，木刈，原山，高花，
小林北，小倉台，西の原，原，六合，平賀，いには野，
滝野，牧の原，本埜

（１８校）
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中央駅前地域交流館 指　導　班
地域交流館の管理運営　地域交流館主催事業　サークル活動
等の指導・育成

木下交流の杜
歴史資料センター

市史編さん班
市史編さん　歴史的資料等の収集・保管・展示・利用
施設設備の維持管理

図書館分館 小林，そうふけ，小倉台，印旛，本埜（５  館）

施設設備の維持管理　文化ホール運営会議
文 化ホ ール 管理事業班
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公民館の管理運営　公民館主催事業　サークル活動等の
指導・育成

庶　務　班 庶務・会計　設備・備品の維持管理　図書館協議会
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総　務　班
施設設備の維持管理　学校給食費
学校給食センター運営委員会会議

学校給食センター
業　務　班 献立の作成　調理業務
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課長 (1) 1 1 1 3 (1)
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主幹 1 1 (1) 2 (1)

課長補佐 (1) (1)

副主幹 (1) (1) (1) (3)

副（分）館（所）長 1 (5) 1 (5)

指導主事 2 5 4 11

社会教育主事

係長 1 (1) 1 (1) 2 (1) 4 (3)

主査 3 4 (1) 1 3 6 (2) 10 3 1 1 32 (3)

主査補 2 1 1 4

主任主事 1 1 4 2 1 3 1 13

主事 1 1

主任学芸員

学芸員 1 1

主任技師 1 1

技師 1 1

教諭 9 9

主任保健師 2 2

歯科衛生士

主任栄養士 1 1

栄養士 1 1

主任保育士

主任自動車運転手 1 1

主任技術（図書）作業員 1 1 2

技術作業員

主任用務員 4 4

用務員 1 1

計 1 3 10 (3) 10 (1) 9 (2) 9 5 12 5 9 (1) 8 (9) 16 (5) 5 3 (1) 1 (1) 3 (1) 109 (24)

※表中の（）は再任用・兼務・事務取扱・併任となります。

（令和2年5月1日）
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教育行財政 教育費予算 

１ 令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算 

市 税

１９９億５，３６６万円

（５０．３％）

諸 収 入

１４億２，７３２万５千円

（３．６％）

市債

１８億７５０万円

（４．６％）

国庫支出金

５７億７，８０８万円

（１４．６％）

分担金、負担金

１０億２,９１６万９千円

(２．６％)

県支出金

３１億５，１０５万４千円

(８．０％)

繰入金

２８億４，１２１万円１千円

（７．２％）

その他

１３億５，６３６万１千円
(３．４％)地方消費税交付金

１９億２、９００万円

（４．９％）

地方譲与税

３億５，６６４万円

（０．９％）

歳 入 合 計

３９６億３千万円

使用料、手数料

２億１，３６１万４千円
（０．５％）

法人事業税交付金
９，１００万円

（０．２％）
地方交付税
９，０００万円

（０．２％）
ゴルフ場利用税交付金

１億２，１００万円
（０．３％）

環境性能交付金

５，０００万円
（０．１％）

地方特例交付金
９，３００万円
（０．２％）

繰 越 金
５億円
（１．３％）

財 産収 入
３，６１０万７千円
（０．１％）

配当割交付金
７，４００万円
（０．２％）

利子割交付金
９００万円
（０．０％）

株式等譲渡所得割交付金
４，５００万円
（０．１％）

交通安全対策特別交付金
１，０００万円

（０．０％）
寄 附 金
２，３６４万円
（０．１％）

教 育 費
８１億３，６８４万６千円

（２０．５％）

民 生 費
１４１億５，３４８万６千円

（３５．７％）

土 木 費
４１億２，８９１万円

（１０．４％）

総 務 費
４１億３，５７９万６千円

（１０．４％）

衛 生 費
４４億７，５７６万４千円

（１１．３％）

消 防 費
２０億１，７７８万９千円

（５，１％）

公 債 費
１７億７６８万８千円

（４．３％）

そ の 他
８億７，３７２万１千円

（２．２％）

議 会 費
２億８，７２９万５千円

（１．０％）
農林水産業費

３億４，５６４万２千円
（０．９％）

商 工 費
１億３，５７８万４千円

（０．３％）
予 備 費

１憶円
（０．３％）

災害復旧費

５００万円
（０．０％）

歳 出 合 計

３９６億３千万円

２ 年度別市一般会計決算額と教育費 

（単位：千円，％）

1００億 ２００億 ３００億 ４００億
年　度

決算額
教育費

6,894,917 千円

34,012,147 千円

34,297,842

31,119,329 千円

決算額

千円

6,144,823

教育費

平成28年度
34,161,344

平成30年度

6,034,080

千円

千円

千円

平成29年度

令和元年度

平成27年度

33,578,206 千円

7,357,199

千円

9,251,789

千円 （ 21.9％）

（ 20.3％）

（ 19.7％）

（ 17.6％）

（ 27.1 ％）

３ 令和２年度教育費予算の構成 

教育行財政  教育費予算 

教育総務費

７億１，３４２万９千円

(８．８%)

小学校費

１１億１，０２７万４千円

（１３．６%）

中学校費

１１億９，５９１万２千円

（１４．７%）

幼稚園費

９億１，６３２万３千円

（１１．３％）

社会教育費

２２億８，３１３万３千円

（２８．０%）

保健体育費

１９億１，７７７万５千円

（２３．６%）

歳 出 総 額

８１億３，６８４万６千円
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教育行財政 教育費予算 
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４ 令和２年度教育費予算 

令和２年度 令和元年度

　予算額　 予算額　 増減額 増　減　率

　（千円） 　（千円） 　（千円） 　（％）

 9 教　　育　　費 8,136,846 6,650,157 1,486,689 22.4

 1 教育総務費 713,429 672,595 40,834 6.1

   1 教育委員会費 4,205 4,530 △ 325 △ 7.2

   2 事務局費 424,962 407,383 17,579 4.3

   3 教育研究指導費 221,680 198,350 23,330 11.8

   4 教育センター費 62,582 62,332 250 0.4

 2 小学校費 1,110,274 1,013,530 96,744 9.5

   1 学校管理費 558,348 458,858 99,490 21.7

   2 教育振興費 67,088 62,007 5,081 8.2

   3 学校建設費 484,838 492,665 △ 7,827 △ 1.6

 3 中学校費 1,195,912 929,306 266,606 28.7

   1 学校管理費 914,413 660,391 254,022 38.5

   2 教育振興費 100,267 40,608 59,659 146.9

   3 学校建設費 181,232 228,307 △ 47,075 △ 20.6

 4 幼稚園費 916,323 586,894 329,429 56.1

   1 幼稚園費 916,323 586,894 329,429 56.1

 5 社会教育費 2,283,133 1,678,359 604,774 60

   1 社会教育総務費 121,852 129,310 △ 7,458 △ 5.8

   2 青少年対策費 9,855 11,428 △ 1,573 △ 13.8

   3 文化振興費 12,770 24,024 △ 11,254 △ 46.8

   4 公民館費 598,732 370,473 228,259 61.6

   5 図書館費 313,766 287,744 26,022 9.0

   6 文化ホール費 1,202,589 834,214 368,375 44.2

   7 資料館費 23,569 21,166 2,403 11.4

 6 保健体育費 1,917,775 1,769,473 148,302 8.4

   1 保健体育総務費 183,287 162,034 21,253 13.1

   2 体育振興費 122,793 308,359 △ 185,566 △ 60.2

   3 学校給食費 1,611,695 1,299,080 312,615 24.1

歳　　　出　　　合 計 8,136,846 6,650,157 1,486,689 22.4

 款　項　目

前年度比較

教育行財政 教育費予算 
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   5 図書館費 313,766 287,744 26,022 9.0

   6 文化ホール費 1,202,589 834,214 368,375 44.2
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基本目標・主な施策 

▲西の原小 生活科でのザリガニ釣り

Ⅰ 生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む 

（学校教育） 

１ 学ぶ力，豊かな心， 

健やかな体を育む教育の推進 

２ 安全で安心できる教育環境づくり 




